


講演内容

１ 「憲法を起草する会」について

２ 情勢認識

３ 現状そして将来の問題

４ 日本文化という将来の選択肢

５ 私たちの将来は私たちの手で



 趣旨：私たち一人一人が、日本創成の当事者

として、考え行動する。

 経緯：平成22年7月「憲法を起草する会」発足

平成３０年９月まで85回（９１回）開催

平成30年１１月 国際共生創成協会

「熊野飛鳥むすびの里」開設

令和３年４月大阪「憲法を起草する会」開催

令和３年１０月東京「憲法を起草する会」開催



講演内容

１ 「憲法を起草する会」について

２ 情勢認識

３ 現状そして将来の問題

４ 日本文化という将来の選択肢

５ 私たちの将来は私たちの手で



グローバリズムとの戦い

● 宗教秩序によるグローバリゼーション
1549～１５８７ 布教団体イエズス会

● 植民地化グローバリゼーション
1853 ペリー来襲
これ以降、大東亜戦争に至るまで国民一丸と
なってグローバリゼーションと戦ってきた。



大東亜共同宣言（昭和18年11月）
（現代語訳）

一、 大東亜各國は、協同して大東亜の安定を確保し
道義に基く共存共栄の秩序を建設する

一、 大東亜各國は、相互に自主獨立を尊重し
互助親睦の実を挙げ、大東亜の親和を確立する

一、 大東亜各國は、相互に伝統を尊重し
各民族の創造性を伸張して、大東亜の文化を高揚する

一、 大東亜各國は、互恵のもと、緊密に提携し
経済発展を図り、大東亜の繁栄を増進する

一、 大東亜各國は、万国との交誼をあつくして
人種的差別を撤廃し、さまざまな文化を交流し
すすんで資源を開放して、世界の発展に貢献する





グローバリズムによる支配

終戦後の7年間に及ぶ米軍占領下に
日本国はグローバリストの手先と化してし
まった。

自分たちが何を守ろうとしていたのか
何と戦っていたのかを完全に忘れてしまい
日本人が命をかけて守ろうとしていたもの
を日本人自らが破壊することとなる。



【東西冷戦間】 資本主義と共産主義の対立
西側諸国家が資本主義経済圏を形成、共産主義に対抗するため自国民を経済的に手厚く保護

この間日本は、格差の少ない日本型資本主義システムにより、国民全員が経済成長の恩恵を享受

【冷戦後】 新世界秩序への始動
市場は、資本の自由移動（市場原理）への国家の関与を排除

市場原理が国家内部に浸透し国家は国民の社会的保護を放棄
国家は市場の支配下

経済的中間層が消滅し少数の富裕層と大多数の困窮層へと貧富の格差が拡大

【近年】 アンチ・グローバル資本主義化
各国で市場化を主動するエリート層への
反発の多様な動きが拡大
〇グローバル化に抵抗するテロ
〇米国のようなナショナリズム国家
〇ロシア等伝統的反市場主義国家
〇ＩＳのようなイスラム法国家の台頭

【将来？】
末端の個人レベルでの思想や行動を

統制・統御する管理社会の実現

【現在】
バイオ・パンデミックにより

支配者と被支配者の完全なる分別

パワーエリートをトップとする
地球レベルでの

政治・経済・金融・社会政策の統一

【将来？】
ポスト・グローバル資本主義
日本型共助共栄社会の実現



グローバリズムとの戦い

新自由主義グローバリゼーション

1990 「新世界秩序に向けて」
パパ・ブッシュ米大統領



新世界秩序（New World Oder）

Ｗ・チャーチル英首相
国民主権国家を廃絶し世界政府の管理による恒久

的な平和体制の実現が不可欠である。

世界政府のパワーエリートをトップとする
地球レベルでの政治・経済・金融・社会政策の統一
究極的には末端の個人レベルでの思想や行動の

統制・統御を目的とする管理社会の実現を指すもの

市場原理すなわちマネーによる自由競争に勝利した個人が
世界のルールメイカーの地位を得る。



●民主主義は終わり市場原理（自由競争）主義

●価値基準はマネー

●市場のプレイヤーは国家ではなく個人

●自由競争の勝者が世界秩序を形成

パワーエリートが世界のルールメーカー



1位 ジェフ・ベゾス（アマゾン・ドット・コム）／1790億ドル
2位 ビル・ゲイツ（マイクロソフト）／1110億ドル
3位 マーク・ザッカーバーグ（フェイスブック）／850億ドル
4位 ウォーレン・バフェット（バークシャー・ハサウェイ）／735億ドル
5位 ラリー・エリソン（ソフトウエア事業）／720億ドル
6位 スティーブ・バルマー（マイクロソフト）／690億ドル
7位 イーロン・マスク（テスラ、スペースX）／680億ドル
8位 ラリー・ペイジ（グーグル）／675億ドル
9位 セルゲイ・ブリン（グーグル）／657億ドル
10位 アリス・ウォルトン（ウォルマート）／623億ドル



2020年から2021年にかけて世界中をパンデミックによる不況が襲った

にもかかわらず、超富裕層の資産は前年より40％も増えた。

1 ジェフ・ベゾス アマゾン ２０１０億ドル

2 イーロン・マスク テスラ １９０５

3 ベルナール・アルノー LVMH １３４５

4 ビル・ゲイツ マイクロソフト １３４０

5 マーク・ザッカーバーグ フェイスブック １２３０

6 ウォーレン・バフェット バークシャー １１８５

7 ラリー・エリソン オラクル １１７３

8 ラリー・ペイジ グーグル １０２０

9 セルゲイ・ブリン グーグル ９６５

10 ムケシュ・アンバニ リライアンス ７００





1 アメリカ合衆国 893 15.9%

2 ビル&メリンダ・ゲイツ財団 531 9.4%

3 イギリス 435 7.7%

4 GAVIアライアンス 371 6.6%

5 ドイツ 292 5.2%

6 日本 214 3.8%

7 国際連合人道問題調整事務所 192 3.4%

8 国際ロータリー 143   2.5%

9 世界銀行 133   2.4%

10 欧州委員会 131  2.3%

その他出資者 2,289  40.7%

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%AB&%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%80%E3%83%BB%E3%82%B2%E3%82%A4%E3%83%84%E8%B2%A1%E5%9B%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/GAVI%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E9%80%A3%E5%90%88%E4%BA%BA%E9%81%93%E5%95%8F%E9%A1%8C%E8%AA%BF%E6%95%B4%E4%BA%8B%E5%8B%99%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%8A%80%E8%A1%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E5%B7%9E%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A


中国の対応

世界の多くの地域では中国で用いられた
COVID-19 の封じ込め対策を実践するため
の心が まえも物資の準備もまだできていない
。これらはヒトにおける感染の連鎖を阻止又は
最小化 することが現時点で証明されている唯
一の対策である。



（中国のように）

国家の持つ法的強制力を

管理社会の形成に使用する

WEFクラウス・シュワブ、ビル・ゲイツ等

FSG エリック・プリンス（新疆ウイグル自治区の対テロ訓練アドバイザー）



講演内容

１ 「憲法を起草する会」について

２ 情勢認識

３ 現状そして将来の問題

４ 日本文化という将来の選択肢

５ 私たちの将来は私たちの手で



自由競争の勝利者が支配する世界

現状「新型コロナ対策」

恐怖による相互不信・対立

恐怖による孤立化・非社会化

情報統制と法的強制

将来のエンドステート「新世界秩序」

パワーエリートをトップとする

地球レベルでの政治・経済・金融・社会政策の統一

末端の個人レベルでの思想や行動を

完全に統制する管理社会の実現



喫緊の課題

パワーエリートの計画から

国民を守る



パワーエリートの計画

バイオ・パンデミックを使った
管理社会の実現



バイオ・パンデミックを使った
管理社会の実現

恐怖による相互不信・対立

恐怖による孤立化・非社会化

情報統制と法的強制



戦後憲法の思想を国民に強要し、伝統的社会規範を放棄

共生共助の共同体の破壊

個人の権限行使こそが最高価値とする現代社会が形成

利他的価値基準の破壊

無限の財産獲得を正当とする自由競争原理が国際秩序

民主主義の破壊

市場の指示に従い国民の資産を売却・国民にリスクを強要

国民の人権を剥奪

現政体は米国と市場の要求を守り、日本を守ることを放棄



（出所）厚生労働省HP



何故、自分で現実を確認せず
他から与えられた情報に従うのか

習慣化

啓蒙教育
情報化社会

理論的社会システム
合理的思考
法による支配



新型コロナのことでガタついている真っ最中だった今年5月19日
これまで業務範囲が非常に限られてきた国内の銀行に、業務内容の
大幅緩和を認める「改正銀行法」が参議院本会議で賛成多数で可決
成立となりました。

問題は、事業会社への出資の上限変更です。
従来の法律では事業会社への出資の上限を原則5％と規制がか

かっていたものが、地元の産品などの販売などの地域経済に寄与す
る非上場企業には、100％の出資も可能としたこと。

これを利用すれば、融資を受けていてまったく返済の目途が立た
なくなった企業については、融資の減免や利息の免除といった従来
からの金融機関の支援ではなく、完全に買収して子会社化することも
可能になるわけです。



 今年5月19日、「改正銀行法」が可決成立。銀行が
100％の出資も可能とした。これを利用すれば非上場
企業を完全に買収して子会社化することも可能になる

 地方の企業で融資に対して返済ができず、その負債を
盾にした買収が成立してしまうと従業員リストラ等徹底
的な経営合理化が進むことになる。

 90年代に海外ファンドの企業買収のような手口で保有
資産の売却なども地銀によって遂行される というリスク
が顕在化することになる。



アメリカ合衆国 【計7行】
ＪＰモルガン・チェース銀行
ステート・ストリート銀行
バンク・オブ・アメリカ・エヌ・エイ
ニューヨークメロン銀行
ウェルズ･ファーゴ
シティバンク，エヌ・エイ
ゴールドマン・サックス・バンクUSA

中華人民共和国 【計5行】
交通銀行
中國銀行
中国工商銀行
中国建設銀行
中国農業銀行



自分で【リスクを】認識できない
自分で【リスクを】判断できない
自分で【リスクを】管理できない
自分で【リスクを】解決できない

【リスクへの】対処手段を知らない
【リスクからの】回復手段をしらない
【リスクの】受容態度を知らない
【リスクの】教訓化手段を知らない

死生観が確立されていない



講演内容

１ 「憲法を起草する会」について

２ 情勢認識

３ 現状そして将来の問題

４ 日本文化という将来の選択肢

５ 私たちの将来は私たちの手で



恐怖による相互不信・対立

恐怖による孤立化・非社会化

情報統制と法的強制

相互信頼・親和

集団化・社会化

情報共有・抵抗



相互信頼・親和

集団化・社会化

日本の伝統的文化社会の実現



日本文化

文化とは自然形成された社会慣習

社会慣習は集団の体験から得た叡智

日本人の歴史が育んだ叡智

それが日本文化



集団の体験の叡智

精神的体験→思考、規範等

身体的体験→身体、生活等



日本人の思考

一体としての宇宙・自然観（産霊）

宇宙→地球→人間

一体としての時間感覚（中今）

過去→今→未来

万物万有一体の考え（八紘為宇）

大調和を目指す文化



天地初發之時 於高天原成神名

天之御中主神

高皇産霊神 神皇産霊神

産霊（ムスビ）





天地初發之時 於高天原成神名

しろしめす

天皇

祈り

在所共同体
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過去は今に成り

未来は今から生まれる

時は一体

一つのエネルギーの生成過程

万物万象を結ぶのが時



己の「生命を全うする」

生は身体の働き【変化】
命は霊魂の働き【不変】

だから
己の一生（身体活動）を

天命（霊魂作用）に一致させる
不変の原理を変化しながら推進する

＊使命：生を以て命に使える



大楠公最後の一念
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思い

将来

今

昔

創元

八紘為宇

神武天皇

我

天之
御中
主神

出来る出来ないは
無い

現実と理想とは
常に一体

絶望はない

己の一生を
天命に一致させ
使命を完遂する

楠正成公

同 志



 宇宙活動（地球、日本、里、家）の当事者

 時（過去、現在、未来）の当事者

 当事者として「行う」 （体験する）

 当事者として「知る」 （体得する）

 当事者に「成る」 （体顕する）

万有万象の当事者として力を尽くす



日本人の規範

日本の法は「のり」

動詞の「宣（の）る」の連用形が名詞化したもの。

① 守るべき規範、おきて、法律

② 手本、模範

③ 人としての道理

④ 基本尺度

例） 法、律、憲、法、典、範、規、則、矩

祈り（意を宣る） 祝詞（宣りを唱える）



 建国の祈りは、天の下に共に生きる家族のような国家
を君民一体となって創り成す

 毎年、折々に、人々の思いを祝詞として祈り

 その祈りを実現するために協心努力し

 その努力が実れば感謝し

 事が成らなければ反省し

 それを次に生かして祈りと努力を繰り返す。

このような集団の生き方が

日本の慣習法規範「のり」となる。



●エリート主義（新世界秩序）

パワーエリートが地球レベルでの政治・経済・
金融・社会政策を一元的に管理

国民の意見を政治、行政、司法に反映するこ
とを「ポピュリズム」や「大衆迎合主義」と誹謗し
「愚衆政治」となじる

〇反エリート主義（日本文化秩序）

人みな心あり、心おのおの執ることあり。われ
独り得たりといへども、衆に従ひて同じく挙へ



講演内容

１ 「憲法を起草する会」について

２ 情勢認識

３ 現状そして将来の問題

４ 日本文化という将来の選択肢

５ 私たちの将来は私たちの手で



私たちの選択肢

A 経済競争の勝者に任せる

B 誰かが救ってくれるのを待つ

C 自分達で正しい秩序を創る



 外的尺度にとらわれない（憑依されない）

外的尺度：思想、哲学、宗教、啓蒙、法等

情報、報道、噂、批評、流行等

 自己の内に尺度をつくる

祖先の体験から得た知恵（家訓、家憲、家法）

自己の経験から体感・体得したもの

自己の内なる感性 を信ずる



大調和を目指す

日本の文化社会の実現

相互信頼・親和

集団化・社会化

具体化する手段は

気遣い



孝行

忠 義

神人合一（祭祀）
極意（鍛練）

家日本宇宙自然 我



新世界秩序を強要し管理社会をつくる為

情報統制と法的強制する

グローバリゼーション

から

自立した日本の共生文化社会を守

相互信頼・親和

集団化・共生社会化



相互信頼・親和

集団化・共生社会化して

正しい情報を共有し

不当な強制に抵抗する

日本創成の当事者として

考え行動する



正しい情報を共有

〇 伝統文化規範の共有（教育）

〇 味方の情報共有（意思共有）

〇 敵の情報共有（敵の理解）

〇 環境醸成・情報交換（仲間醸成）



不当な強制に抵抗

〇 消極的抵抗（拒否・不服従）

〇 抵抗準備（組織・機能・運用）

〇 積極的抵抗（防衛行動）



 自立した共同体をつくる。

 共同体間のむすびをつくる。

 共同体間で情報を共有する。

 共同体間で相互扶助する。

 共同体一丸となって日本文化を護る。

 共同体間の規範を日本国家の規範とする。
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